




『あり思』制作日誌その十五

　ここからは、ですます調をやめて、であるだ、で。

　第四巻から、本格的にキンドルでエピソードを公開していく方式に。

　なる予定。

　手が空いたら

正確は手が空くことがあるのか、

　連載本でちょっとまとめて、掲載するということはあるかもしれない。

　一応は、ここで、これをしとくと、予定は立てていても、アドリブが多すぎ。

　シルエットが二人いないと、辻褄が合わなくなった。

　正直、全部決めて作りたい。

　しかし、実際は場当たり的である。

　赤門の先にいけば、通信で他のプレイヤーのシルエットが手伝ってくれるなら、別に大丈夫

かと、悪く言えば、「その場しのぎです」だけど。

　『スパイダーバース』を観たから、そのまま映画のネタを入れるトキワ荘を中心とした手塚派

みたいな、トキワ荘に急に『未知との遭遇』のように光り輝く存在が夜空に浮かび上がる。

　オカマちゃんや障害を負った人や、現在だと問題とされる麻薬常習者や

　劇団というのは、こういう人たちが集まっている。

ピンクトライアングルを襟にしている。

　紛れも無く、「ななつとみっつとひとつ」は、数学者を演じるハリノスケが主人公。ハリノス

ケが演じた数学者が主人公。

　ドサ周りの大衆演劇なら

　小劇場だと

　大学に入った健康な男女、健常者たち

寺山修二は見世物小屋をやろうとして、演劇実験室

　回帰的

　ルドロジーは現代の蘭学。



　合同の条件はないが、相似形の条件二つある。

　歴史による拡大縮小がなされている。といえばいいか、過去は縮小解釈、未来は拡大解釈、そ

んな気がする。（気がするだけ？）

　

　ルドロジーはシリアスゲームとして研究するという、蛮書取調所みたいに、扱わないと、基礎

研究が出来ない。

　シリアスゲームとして

『ゲーム世界革命』で

　戦争研究は

戦後出した学会の提言で軍事利用してはいけないので、できない。

だから、軍事力でソフトウェアの面で日本は劣ってしまう。

　カイヨワはめまいの領域を広げ、

パイディアとルドゥスを数直線上のように、

　パイドロジーという考えにはならず、

　反対称の人類学、

　対称性人類学とは逆で、クロード＝レヴィ・ストロースとは論敵になる。

法家がやがて兵法家になるように、思想は戦争論化してしまうのである。

ホッブズも国家論としての『リヴァイアサン』を書いた後に『ビヒモス』という対話形式で戦争

を語っている。

似たようなもので、カイヨワは『戦争論』を

　視聴率80パーセントぐらいのＥテレの番組でも放送したので、説明
原始戦争、古代帝国戦争、貴族戦争、近代戦争に、フレームが分れる。

　

　ご政道批判、幕政批判はしてはいけない。

　それは現在でも、おおやけで上司の批判をしてはいけない日本の文化

　コンツェルン化、狩猟採集時代で女子を交換するような、グループ

　国許が任天堂、江戸表かソニー（ＳＩＥ）という、二重幕政が敷かれている

　徳川親藩を作るために、家斉が各藩に子供を押し付けたように

　株式保有が正妻と嫡子を江戸に置くような、

　気づいたら、そうなっていたようだ。

　陽だまりの樹になるまで、続く。

　ガンホーの話、『パズル＆ドラゴン』が出てヒットしたら、任天堂が株式保有でちょっと上が



ったと思われる。『インベスターＺ』でもゲーキチ（私のこと？）という銘柄になっているが、

投機家筋が後追いして買って、爆上げ

　後に、３ＤＳでパズドラのソフトが出井、マリオを換装した続編も出て、

　振り返ると、どうもいわっちが正しかったのか、

　ポケモンがSa.Gaのモチーフを使ってもよかったのは、当時任天堂がスクウェアの株式を20パー
セント持っていたという、裏取りはしていない、

　ドラクエが、

攻撃力　－　防御力　÷　２　＝　ダメージ量

　なのは、「攻撃力—防御力＝ダメージ量」だとプログラム構文が同じになってしまうから、

著作権対策として、この式になっているのでは？　パソコンで『夢幻の心臓』などが出ていた

　それを昔は、ザルで見えていた。また「ゲームラボ」に出ているソフトウェアをの内容を見れ

る魔法の機材など、

　

　だから、コロプラが株式を市場に出していないから、

　位置情報ゲーム、

　「ちょっと、うちのところをマネしてませんか」と、任天堂がいろいろ

　任天堂はコロプラをアンダーコントロールするため、

　任天堂ハードにソフトリリースさせるために、

　こういうのは、山内は大学で法律関係、おさらく会社法を学んで

　

　お前の競技人生は十年前に終わった

　と、フットスタンプ。

　ヨコイズムを捨てろ



リンク集

　　　『ありえない未来の思い出たち』一巻　キンドル無料マンガ

　　　『ありえない未来の思い出たち』二巻　キンドル無料マンガ

　　　Pixiv　「バックステージ731」第三回

　　　Pixiv　橋がかりのつわもの

BOOTHのバックアップ
　　　『ありえない未来の思い出たち』一巻　「コトバを食べる、ケモノ。」

　　　『ありえない未来の思い出たち』二巻　「ななつとみっつとひとつ」

https://www.amazon.co.jp/dp/B07YTRV9BD
https://www.amazon.co.jp/dp/B07YTJPZMY
https://www.pixiv.net/artworks/73880323
https://gotochihi.booth.pm/items/13302
https://gotochihi.booth.pm/items/210828



